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創刊５周年を迎えてのご挨拶

　薬剤師は我が国の社会で必要とされ、欧米のように尊敬される存在にな

らなければならない。そのためには、何よりも薬剤師自身の意識改革が急

務である。そんな思いに突き動かされ、「薬剤師の新たな可能性を拓く応

援マガジン」とのサブタイトルをつけた『ターンアップ』を５年前の2011

年11月に創刊しました。

　自ら編集長となり、日本の医療界を代表するオピニオンリーダーから直

接、薬剤師に対する多くの叱咤激励をいただいた経験は、何にも代え難い

宝物になっています。驚いたのは多くの方々が、薬剤師に大きな期待を寄

せてくださっていることでした。しかし残念ながら、ほとんどの保険薬局

では、いまだに患者さんから処方せんを受け取り、それと薬を交換するこ

とが薬剤師の仕事だと認識されている。まったく情けないの一言です。

　患者本位の医薬分業を実現するため、2016年４月に導入された「かか

りつけ薬剤師制度」は、薬局薬剤師に残された最後のチャンスとなるでし

ょう。薬剤師は、もっと積極的に前に出るべきです。でなければ、薬剤師

不要論さえ出かねません。チーム医療が推進される中、薬剤師には薬物療

法の専門家として活躍の場が用意されています。社会からの要請に応える

ためにも、薬剤師は現状に甘んじていてはいけない。今こそ、より強く意

識改革が求められているのです。

　読者の皆様、この５年間、本誌を支えてくださり心より感謝申し上げま

す。これからも、果敢に薬剤師の意識改革に向けてメッセージを発信しつ

づけたいと思っております。変わらぬご支援をいただければ幸いです。

感謝を込めて

『ターンアップ』編集長

代表取締役社長
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　2025年をめざして地域包括ケアシステム
の構築への取り組みが始まっています。地域
包括ケアシステムの最終的な目的は住み慣れ
た地域で安らかに人生の最期を迎えられる体
制をつくることです。そのために地域の薬局
・薬剤師に求められるもっとも必要な取り組
みは、薬局が単独ではなく全薬局が連携し、
地域医師会、訪問看護事業所等と連携して多
職種協働体制に参画することだと考えます。

一般社団法人全国訪問看護事業協会会長

伊藤 雅治

　『ターンアップ』創刊５周年おめでとうご
ざいます。文字どおり「薬剤師の新たな可能
性を拓く応援マガジン」として機能していて、
毎号感服いたしております。すっきりとした
レイアウトにまず感心し、対談のまとめ方の
センスのすばらしさをも楽しんでいます。薬
剤師への期待が大きく、薬剤師を養成する立
場の大学側がそれにいかに応えていくか緊張
を覚えます。

帝京大学副学長／薬学教育評価機構理事長／ 
日本私立薬科大学協会会長

井上 圭三

　『ターンアップ』創刊５周年おめでとうご
ざいます。いっしょに仕事をさせていただき
たいような先生方をはじめ、「偉大な先人た
ち」の想いを読ませていただき、自分も少し
でも近づきたいと考えています。多くの先生
方が、いまだに現役で研究等を継続している
ことには本当に勇気づけられます。今後も良
い記事を期待しています。

東京逓信病院薬剤部副薬剤部長

大谷 道輝

　『ターンアップ』創刊５周年、おめでとう
ございます。貴誌のいっそうのご発展をご祈
念いたします。社会の高度化と高齢化にとも
ない、薬剤師が今後果たすべき職能のみなら
ず、すでに実施している業務についても、自
ら検証し発信していくことがますます求めら
れていると感じています。これからも現場の
先生方とともに、研究や研修を通じて薬剤師
がより社会に貢献できるような活動をごいっ

しょさせていただけるとうれしいです。

国立病院機構京都医療センター臨床研究センター 
予防医学研究室研究員

岡田 浩

　武田代表取締役に初めてお会いした折、ご
自身が1973年に渡米され、医療人として活
躍する薬局薬剤師を目の当たりにし、「日本
でもそんな薬剤師がいる薬局をつくりたい 」
と思い立ったことが、ファーマシィの原点だ
とお聞きし、強く感銘を受けたことを鮮明に
覚えています。当方にも薬剤師を辞めようか
と思い悩みながらの渡米中、医療現場で奮闘
する薬剤師との出会いがありました。「薬剤
師の本質的な役割は何か？」。忙殺されてい
るうちにわかった気になっていましたが、こ
の問いとの向き合い方が中途半端であったと
猛省しました。この答えは、きっと患者さん
や多職種とのかかわりの中でしか見出せない
のでしょう。

大阪薬科大学臨床実践薬学研究室准教授

恩田 光子

　薬剤師の専門性は、私の専門分野である在
宅ホスピスケアにおいて、質の高いサービス
を提供するため不可欠です。在宅医療が我が
国における医療の大きな流れとなっている現
在、薬剤師の方々にはぜひ専門的な知識や技
術を持って、私たち医師を支援していただき
たいと願っています。このような歴史的背景
の中、『ターンアップ』で在宅ホスピスケア
を紹介してくださったこと、感謝申し上げま
す。これからも貴誌のますますの充実を期待
しつつ、時折々のTopicsをとり上げていただ
きたいと願っています。

医療法人社団パリアン クリニック川越院長

川越 厚

　創刊５周年、おめでとうございます。「愚
直なる継続」の結果です。現代の医療は、医
療提供側から見れば、EBM（Evidence-based 
medicine）という名のサイエンスと、NBM

（Narrative-based medicine）の統合です。
『ターンアップ』が、このコンセプトにもと
づいた編集をこれからもつづけていくよう願

います。世の中は今、プロフェッショナリズ
ムの危機の時代です。薬剤師は、薬剤師とい
うプロの職業の原点を振り返るときです。プ
ロフェッショナリズムとは、まず、目的に対
する単純、強固な意志です。第二に、単に努
力することによって、より高度なものに到達
しうるとき、低い水準における満足感を拒否
する。第三に、栄光の陰の骨身を削る努力で
す。最後に、自らの努力なくして人生の果実
を期待してはならない。プロとしての矜持を
持って務めることを期待しています。

福島県立医科大学理事長兼学長

菊地 臣一

　貴誌の裏表紙に掲載されている、「本当の
薬局を、つくりたい。」、「 本当の薬剤師を、
育てたい。」。さらにページをめくると目に飛
び込む「薬局薬剤師の殻を破りたい。一緒に
殻を破りませんか？」という強烈なメッセー
ジに魅せられました。上田薬剤師会会館で武
田編集長を迎えてビックリ、編集者２人とカ
メラマンが同行され緊張が走りました。編集
長ペースで緊張がほぐされ、２時間のインタ
ビューはあっという間に終わりました。昨日
のことのように思い出されます。今後も魅力
的な記事を期待しています。

一般社団法人上田薬剤師会顧問

工藤 義房

　「在宅薬剤師『やまね』の訪問日記」を毎
号楽しく読ませていただいています。長い間
製薬会社の研究所で新薬の開発に従事してい
ましたが、新薬を使っていただく患者さんの
ことは文献でしか知りませんでした。それも
症例報告ではなく、何百人の平均値で理解し
ている気になっていました。山根さんの訪問
日記は、患者さんに対する、とても大事な見
方を私に教えてくれます。

一般社団法人医療健康資源開発研究所代表理事

小嶋 純

　良き医療人は高邁な摂理のもとで育ってい
きます。これは日ごろは、患者さんの一言で
あったり、上司の一言だったりします。そし
て次第に患者さんや国民から信頼され、社会

『ターンアップ』創刊５周年

贈られたエールの言葉
（掲載はお名前の50音順。敬称略）
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から信頼されていき、それが自らにフィード
バックされて自信につながります。『ターン
アップ』には、題名どおり、多くの先達の豊
富な人生経験にもとづく言葉や教訓が詰まっ
ており、読者である薬剤師の皆さんや薬業界
に反映されてきています。編集者には、この
夢が託されているようです。あらためて、さ
らなるご発展を心から祈念しています。

独立行政法人医薬品医療機器総合機構理事長

近藤 達也

　2025年に向けて医療は「治す」から「治
し支える」へと変わっていきます。看護師は
生活と療養の視点から、薬剤師は服用してい
る薬剤から、患者さんの体の状況や変化、そ
して暮らしを見ています。今後も、ともにチ
ーム医療の一員として協働し、より良い社会
を築いていきましょう。皆様の、ますますの
ご活躍を期待しています。

公益社団法人日本看護協会会長

坂本 すが

　『ターンアップ』創刊５周年おめでとうご
ざいます。私は創刊号の「編集長対談」に出
させていただきました。編集長の武田宏氏の
ご見識に感服したのを覚えております。第
27号に掲載された西島正弘先生の「健康サ
ポート薬局」は武田氏が以前から言われてお
られた薬局の姿です。第29号では井上圭三
先生が薬学教育、薬剤師教育の改革を急げと
おっしゃっています。同誌は薬剤師業務と薬
局業務の改革、薬学教育の改革に大きな貢献
をしており、これからも期待しています。

東京薬科大学学長

笹津 備規

　創刊５周年おめでとうございます。薬剤師
を応援するという確固としたコンセプトで、
ひたむきに働く医療者の取り組みを紹介して
くれる情報誌は、まわりを見わたしてもなか
なかありません。『ターンアップ』が、薬剤
師をはじめ多くの医療職にとっての道標とな
ることを期待しています。

社会福祉法人三井記念病院院長

髙本 眞一

　本誌には、かかりつけ薬剤師の未来への発
展を支える最新の情報が満載です。これから
の医療では、最新の薬剤エビデンス情報の提
供は、薬剤師からなされることになります。
本誌を読むことにより、薬剤師の皆さんの知
識ベースが、ますますアップされることを期
待しています。

独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）本部及び
JCHO東京城東病院顧問

徳田 安春

　『ターンアップ』創刊５周年、誠におめで
とうございます。「薬剤師の新たな可能性を
拓く応援マガジン」をめざす本誌は、ファー
マシィ武田宏社長の薬剤師に対する熱い期待
から創刊されたものと推察します。武田社長
自らが編集長を務められ、薬剤師や医療関係
者に無料で配布されている点からも、その思
いが伝わってきます。本年４月から「健康サ
ポート薬局」という新しい制度がスタートし
医療分野での薬局薬剤師への期待がますます
大きくなりますが、本誌のいっそうの貢献を
期待します。

昭和薬科大学学長

西島 正弘

　毎号、我が国を代表する医療界のリーダー
の言葉一つひとつから、新たな薬剤師への期
待とニーズに気づかされています。北徹先生
のインタビューに同席する機会に恵まれ、誌
面には収まりきれない医療と患者、医療従事
者への深い思いをその場で感じ取れたことは
一生の宝物になりました。

地方独立行政法人神戸市民病院機構神戸市立医療セン
ター中央市民病院院長補佐・薬剤部長

橋田 亨

　まず誌面構成の華やかさが目に飛び込みま
すが、内容は新しい時代へのメッセージ性が
高く、『ターンアップ』の今後にますます期
待します。薬剤師の皆さんに対して、もし周
囲の人や異業種から辛口のメッセージがあっ
たとしても、それは、医療にたずさわる人そ
れぞれが、ぜひ仕事の質を上げよという励ま
しであると考えてください。積極的に前線に
出ましょう。

独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）東京山手
メディカルセンター院長

万代 恭嗣

　医療の最前線で活躍する薬剤師を対象にし
た雑誌『ターンアップ』５周年記念をお祝い
いたします。向上心と探究心を持つ薬剤師に
とって学びつづけることは仕事の中核です。
本誌がその学びの手助けをし、薬剤師はもち
ろん、医療人すべてを元気にすることを希望
します。

京都大学大学院医学研究科医療疫学分野教授／ 
福島県立医科大学副学長

福原 俊一

　『ターンアップ』は今、薬剤師に対して薬
剤本来の役割を期待する医師や薬剤師がエー
ルを送るための機関誌であり、ひとりでも多
くの薬剤師に一読してほしいと考えます。医
療の中で薬剤師がどのような立場に置かれて
いるか、医師から何を求められているかを知

ることができます。医療における薬剤師の存
在がどう見られているのかを意識している薬
剤師は、どのくらいいるのでしょうか。薬剤
師に対する社会の要求は日増しに高くなって
います。調剤や情報提供という枠にとどまっ
ている状況ではありません。チーム医療にお
いて、医療の最前線で病と闘う患者を支える
医師、看護師とともに薬物療法の専門職とし
ての役割を果たすべく大きく一歩前へ踏み出
すべきです。

医療法人愛生館小林記念病院褥瘡ケアセンター長／ 
国立長寿医療研究センター薬剤部特任研究員

古田 勝経

　「主張のある薬剤師応援マガジン」の『タ
ーンアップ』を毎号楽しみにしています。先
日、褥瘡の外用薬を専門としておられる薬剤
師の方と10例ほどの症例カンファレンスを
行いました。基剤の問題、混合の問題などに
専門性の覇気を感じました。こういうサブス
ペシャリティを有する薬剤師が病院では貴重
な戦力なのです。そんな新たな可能性を拓く
貴誌に今後も期待しています。

滋賀県立成人病センター病院長／ 
京都大学名誉教授

宮地 良樹

　創刊５周年おめでとうございます。俯瞰的
に医療を見据え、また薬剤師のあるべき姿を
常に求めておられるファーマシィ社の、さら
なるご発展を心よりお祈りいたします。一般
の人にとって、薬剤師がどんな専門性を持っ
ているのか、何を期待できるのか――、その
役割と存在意義が、十分理解されてきたとは
言い難い現実があります。今後、かかりつけ
薬局など、地域における健康サポートの重要
な社会的使命を担っていくうえで、地域住民
との信頼関係を築き、社会から真に評価され
る薬剤師が育つことを期待します。

昭和薬科大学臨床薬学教育研究センターセンター長・ 
教授

山本 美智子

　病薬連携の夜明けとして提案してきたコミ
ュニケーションツール「服薬情報提供書」も
全国に広がりつつあり、その使用は当たり前
となってきました。高度で、きめ細かい医療
が求められる昨今、私たち医師だけではその
レベルを維持できません。『ターンアップ』
が初刊より志して種をまかれた「医療チーム
の一員・薬剤師」は、私たちの心強い仲間で
す。創刊５周年、おめでとうございます。そ
して私たちを継続して支援くださり、ありが
とうございます。ますますの発展をお祈り申
し上げます。

大阪赤十字病院呼吸器内科部副部長

吉村 千恵
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　2025年をめざして地域包括ケアシステム
の構築への取り組みが始まっています。地域
包括ケアシステムの最終的な目的は住み慣れ
た地域で安らかに人生の最期を迎えられる体
制をつくることです。そのために地域の薬局
・薬剤師に求められるもっとも必要な取り組
みは、薬局が単独ではなく全薬局が連携し、
地域医師会、訪問看護事業所等と連携して多
職種協働体制に参画することだと考えます。

一般社団法人全国訪問看護事業協会会長

伊藤 雅治

　『ターンアップ』創刊５周年おめでとうご
ざいます。文字どおり「薬剤師の新たな可能
性を拓く応援マガジン」として機能していて、
毎号感服いたしております。すっきりとした
レイアウトにまず感心し、対談のまとめ方の
センスのすばらしさをも楽しんでいます。薬
剤師への期待が大きく、薬剤師を養成する立
場の大学側がそれにいかに応えていくか緊張
を覚えます。

帝京大学副学長／薬学教育評価機構理事長／ 
日本私立薬科大学協会会長

井上 圭三

　『ターンアップ』創刊５周年おめでとうご
ざいます。いっしょに仕事をさせていただき
たいような先生方をはじめ、「偉大な先人た
ち」の想いを読ませていただき、自分も少し
でも近づきたいと考えています。多くの先生
方が、いまだに現役で研究等を継続している
ことには本当に勇気づけられます。今後も良
い記事を期待しています。

東京逓信病院薬剤部副薬剤部長

大谷 道輝

　『ターンアップ』創刊５周年、おめでとう
ございます。貴誌のいっそうのご発展をご祈
念いたします。社会の高度化と高齢化にとも
ない、薬剤師が今後果たすべき職能のみなら
ず、すでに実施している業務についても、自
ら検証し発信していくことがますます求めら
れていると感じています。これからも現場の
先生方とともに、研究や研修を通じて薬剤師
がより社会に貢献できるような活動をごいっ

しょさせていただけるとうれしいです。

国立病院機構京都医療センター臨床研究センター 
予防医学研究室研究員

岡田 浩

　武田代表取締役に初めてお会いした折、ご
自身が1973年に渡米され、医療人として活
躍する薬局薬剤師を目の当たりにし、「日本
でもそんな薬剤師がいる薬局をつくりたい 」
と思い立ったことが、ファーマシィの原点だ
とお聞きし、強く感銘を受けたことを鮮明に
覚えています。当方にも薬剤師を辞めようか
と思い悩みながらの渡米中、医療現場で奮闘
する薬剤師との出会いがありました。「薬剤
師の本質的な役割は何か？」。忙殺されてい
るうちにわかった気になっていましたが、こ
の問いとの向き合い方が中途半端であったと
猛省しました。この答えは、きっと患者さん
や多職種とのかかわりの中でしか見出せない
のでしょう。

大阪薬科大学臨床実践薬学研究室准教授

恩田 光子

　薬剤師の専門性は、私の専門分野である在
宅ホスピスケアにおいて、質の高いサービス
を提供するため不可欠です。在宅医療が我が
国における医療の大きな流れとなっている現
在、薬剤師の方々にはぜひ専門的な知識や技
術を持って、私たち医師を支援していただき
たいと願っています。このような歴史的背景
の中、『ターンアップ』で在宅ホスピスケア
を紹介してくださったこと、感謝申し上げま
す。これからも貴誌のますますの充実を期待
しつつ、時折々のTopicsをとり上げていただ
きたいと願っています。

医療法人社団パリアン クリニック川越院長

川越 厚

　創刊５周年、おめでとうございます。「愚
直なる継続」の結果です。現代の医療は、医
療提供側から見れば、EBM（Evidence-based 
medicine）という名のサイエンスと、NBM

（Narrative-based medicine）の統合です。
『ターンアップ』が、このコンセプトにもと
づいた編集をこれからもつづけていくよう願

います。世の中は今、プロフェッショナリズ
ムの危機の時代です。薬剤師は、薬剤師とい
うプロの職業の原点を振り返るときです。プ
ロフェッショナリズムとは、まず、目的に対
する単純、強固な意志です。第二に、単に努
力することによって、より高度なものに到達
しうるとき、低い水準における満足感を拒否
する。第三に、栄光の陰の骨身を削る努力で
す。最後に、自らの努力なくして人生の果実
を期待してはならない。プロとしての矜持を
持って務めることを期待しています。

福島県立医科大学理事長兼学長

菊地 臣一

　貴誌の裏表紙に掲載されている、「本当の
薬局を、つくりたい。」、「 本当の薬剤師を、
育てたい。」。さらにページをめくると目に飛
び込む「薬局薬剤師の殻を破りたい。一緒に
殻を破りませんか？」という強烈なメッセー
ジに魅せられました。上田薬剤師会会館で武
田編集長を迎えてビックリ、編集者２人とカ
メラマンが同行され緊張が走りました。編集
長ペースで緊張がほぐされ、２時間のインタ
ビューはあっという間に終わりました。昨日
のことのように思い出されます。今後も魅力
的な記事を期待しています。

一般社団法人上田薬剤師会顧問

工藤 義房

　「在宅薬剤師『やまね』の訪問日記」を毎
号楽しく読ませていただいています。長い間
製薬会社の研究所で新薬の開発に従事してい
ましたが、新薬を使っていただく患者さんの
ことは文献でしか知りませんでした。それも
症例報告ではなく、何百人の平均値で理解し
ている気になっていました。山根さんの訪問
日記は、患者さんに対する、とても大事な見
方を私に教えてくれます。

一般社団法人医療健康資源開発研究所代表理事

小嶋 純

　良き医療人は高邁な摂理のもとで育ってい
きます。これは日ごろは、患者さんの一言で
あったり、上司の一言だったりします。そし
て次第に患者さんや国民から信頼され、社会

『ターンアップ』創刊５周年

贈られたエールの言葉
（掲載はお名前の50音順。敬称略）
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から信頼されていき、それが自らにフィード
バックされて自信につながります。『ターン
アップ』には、題名どおり、多くの先達の豊
富な人生経験にもとづく言葉や教訓が詰まっ
ており、読者である薬剤師の皆さんや薬業界
に反映されてきています。編集者には、この
夢が託されているようです。あらためて、さ
らなるご発展を心から祈念しています。

独立行政法人医薬品医療機器総合機構理事長

近藤 達也

　2025年に向けて医療は「治す」から「治
し支える」へと変わっていきます。看護師は
生活と療養の視点から、薬剤師は服用してい
る薬剤から、患者さんの体の状況や変化、そ
して暮らしを見ています。今後も、ともにチ
ーム医療の一員として協働し、より良い社会
を築いていきましょう。皆様の、ますますの
ご活躍を期待しています。

公益社団法人日本看護協会会長

坂本 すが

　『ターンアップ』創刊５周年おめでとうご
ざいます。私は創刊号の「編集長対談」に出
させていただきました。編集長の武田宏氏の
ご見識に感服したのを覚えております。第
27号に掲載された西島正弘先生の「健康サ
ポート薬局」は武田氏が以前から言われてお
られた薬局の姿です。第29号では井上圭三
先生が薬学教育、薬剤師教育の改革を急げと
おっしゃっています。同誌は薬剤師業務と薬
局業務の改革、薬学教育の改革に大きな貢献
をしており、これからも期待しています。

東京薬科大学学長

笹津 備規

　創刊５周年おめでとうございます。薬剤師
を応援するという確固としたコンセプトで、
ひたむきに働く医療者の取り組みを紹介して
くれる情報誌は、まわりを見わたしてもなか
なかありません。『ターンアップ』が、薬剤
師をはじめ多くの医療職にとっての道標とな
ることを期待しています。

社会福祉法人三井記念病院院長

髙本 眞一

　本誌には、かかりつけ薬剤師の未来への発
展を支える最新の情報が満載です。これから
の医療では、最新の薬剤エビデンス情報の提
供は、薬剤師からなされることになります。
本誌を読むことにより、薬剤師の皆さんの知
識ベースが、ますますアップされることを期
待しています。

独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）本部及び
JCHO東京城東病院顧問

徳田 安春

　『ターンアップ』創刊５周年、誠におめで
とうございます。「薬剤師の新たな可能性を
拓く応援マガジン」をめざす本誌は、ファー
マシィ武田宏社長の薬剤師に対する熱い期待
から創刊されたものと推察します。武田社長
自らが編集長を務められ、薬剤師や医療関係
者に無料で配布されている点からも、その思
いが伝わってきます。本年４月から「健康サ
ポート薬局」という新しい制度がスタートし
医療分野での薬局薬剤師への期待がますます
大きくなりますが、本誌のいっそうの貢献を
期待します。

昭和薬科大学学長

西島 正弘

　毎号、我が国を代表する医療界のリーダー
の言葉一つひとつから、新たな薬剤師への期
待とニーズに気づかされています。北徹先生
のインタビューに同席する機会に恵まれ、誌
面には収まりきれない医療と患者、医療従事
者への深い思いをその場で感じ取れたことは
一生の宝物になりました。

地方独立行政法人神戸市民病院機構神戸市立医療セン
ター中央市民病院院長補佐・薬剤部長

橋田 亨

　まず誌面構成の華やかさが目に飛び込みま
すが、内容は新しい時代へのメッセージ性が
高く、『ターンアップ』の今後にますます期
待します。薬剤師の皆さんに対して、もし周
囲の人や異業種から辛口のメッセージがあっ
たとしても、それは、医療にたずさわる人そ
れぞれが、ぜひ仕事の質を上げよという励ま
しであると考えてください。積極的に前線に
出ましょう。

独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）東京山手
メディカルセンター院長

万代 恭嗣

　医療の最前線で活躍する薬剤師を対象にし
た雑誌『ターンアップ』５周年記念をお祝い
いたします。向上心と探究心を持つ薬剤師に
とって学びつづけることは仕事の中核です。
本誌がその学びの手助けをし、薬剤師はもち
ろん、医療人すべてを元気にすることを希望
します。

京都大学大学院医学研究科医療疫学分野教授／ 
福島県立医科大学副学長

福原 俊一

　『ターンアップ』は今、薬剤師に対して薬
剤本来の役割を期待する医師や薬剤師がエー
ルを送るための機関誌であり、ひとりでも多
くの薬剤師に一読してほしいと考えます。医
療の中で薬剤師がどのような立場に置かれて
いるか、医師から何を求められているかを知

ることができます。医療における薬剤師の存
在がどう見られているのかを意識している薬
剤師は、どのくらいいるのでしょうか。薬剤
師に対する社会の要求は日増しに高くなって
います。調剤や情報提供という枠にとどまっ
ている状況ではありません。チーム医療にお
いて、医療の最前線で病と闘う患者を支える
医師、看護師とともに薬物療法の専門職とし
ての役割を果たすべく大きく一歩前へ踏み出
すべきです。

医療法人愛生館小林記念病院褥瘡ケアセンター長／ 
国立長寿医療研究センター薬剤部特任研究員

古田 勝経

　「主張のある薬剤師応援マガジン」の『タ
ーンアップ』を毎号楽しみにしています。先
日、褥瘡の外用薬を専門としておられる薬剤
師の方と10例ほどの症例カンファレンスを
行いました。基剤の問題、混合の問題などに
専門性の覇気を感じました。こういうサブス
ペシャリティを有する薬剤師が病院では貴重
な戦力なのです。そんな新たな可能性を拓く
貴誌に今後も期待しています。

滋賀県立成人病センター病院長／ 
京都大学名誉教授

宮地 良樹

　創刊５周年おめでとうございます。俯瞰的
に医療を見据え、また薬剤師のあるべき姿を
常に求めておられるファーマシィ社の、さら
なるご発展を心よりお祈りいたします。一般
の人にとって、薬剤師がどんな専門性を持っ
ているのか、何を期待できるのか――、その
役割と存在意義が、十分理解されてきたとは
言い難い現実があります。今後、かかりつけ
薬局など、地域における健康サポートの重要
な社会的使命を担っていくうえで、地域住民
との信頼関係を築き、社会から真に評価され
る薬剤師が育つことを期待します。

昭和薬科大学臨床薬学教育研究センターセンター長・ 
教授

山本 美智子

　病薬連携の夜明けとして提案してきたコミ
ュニケーションツール「服薬情報提供書」も
全国に広がりつつあり、その使用は当たり前
となってきました。高度で、きめ細かい医療
が求められる昨今、私たち医師だけではその
レベルを維持できません。『ターンアップ』
が初刊より志して種をまかれた「医療チーム
の一員・薬剤師」は、私たちの心強い仲間で
す。創刊５周年、おめでとうございます。そ
して私たちを継続して支援くださり、ありが
とうございます。ますますの発展をお祈り申
し上げます。

大阪赤十字病院呼吸器内科部副部長

吉村 千恵
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─明日の薬剤師へ─

行
わ
な
い
と
い
っ
た
選
択
肢
も
あ
り
う
る
わ
け
で
す
。
そ
う

し
た
こ
と
も
含
め
て
、
学
問
と
し
て
体
系
化
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
」

　「
薬
剤
師
の
場
合
に
は
、
薬
剤
師
法
の
改
正
が
前
提
と
な

り
ま
す
が
─
─
」
と
前
置
き
し
て
新
田
氏
は
つ
づ
け
る
。

「
在
宅
医
療
に
お
い
て
は
、
薬
剤
師
が
患
者
の
と
こ
ろ
に
薬

を
持
っ
て
行
き
、
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
飲
ん
で
く
だ
さ
い

と
す
す
め
る
時
代
は
、
す
で
に
終
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
A
と
い
う
薬

の
服
用
が
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
相
手
に
よ
っ
て
は
、
飲
ま
な

い
と
い
う
選
択
肢
を
示
す
こ
と
で
し
ょ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

国
々
の
中
に
は
、
薬
剤
師
が
患
者
と
話
し
合
い
を
持
ち
、
そ

う
し
た
判
断
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
」

　
ま
だ
、
“
門
前
”
か
ら
の
脱
却
さ
え
も
が
実
現
し
て
い
な

い
保
険
薬
局
の
薬
剤
師
に
と
っ
て
は
少
々
酷
か
も
し
れ
な
い

が
、
医
師
と
歩
を
合
わ
せ
る
た
め
に
は
、
早
急
に
将
来
の
あ

り
よ
う
も
視
野
に
入
れ
、
在
宅
医
療
で
ど
ん
な
役
割
を
果
た

す
べ
き
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

建
前
論
は
、
も
う
十
分

地
域
の
課
題
に
つい
て
の
判
断
を

「
最
近
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
会
で
薬
剤
師
が
意
見
を
述
べ
る

場
面
を
見
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
新
田
氏
が
分
析
す
る
に
、
そ
れ
は
薬
剤
師
が
悩
ん
で
い
る

か
ら
だ
そ
う
だ
。
そ
れ
も
う
な
ず
け
る
。
医
薬
分
業
と
な
っ

て
久
し
く
、
薬
剤
師
に
は
保
険
薬
局
の
現
場
で
求
め
ら
れ
る

役
割
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
う
ま
く
消
化

で
き
ず
、
一
部
で
は
、
医
薬
分
業
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
の
声

さ
え
聞
こ
え
る
。

「
以
前
に
く
ら
べ
れ
ば
、
薬
剤
師
の
方
々
は
積
極
的
に
発
言

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
地
域
ケ
ア
会
議
等

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
会
議
に
は
、
薬
剤
師
の
姿
が

見
え
ま
せ
ん
」

　
そ
れ
は
、
積
極
性
に
欠
け
る
か
ら
か
。PROFILE

にった・くにお
1967年 早稲田大学第一商学部卒業
1979年 帝京大学医学部卒業
以後、帝京大学医学部附属病院第一外科などを経て
1990年医療法人社団つくし会新田クリニック院長。
医学博士
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机
を
隔
て
た
関
係
に
慣
れ

在
宅
患
者
と
の
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い

　
超
高
齢
社
会
と
な
り
、
国
を
あ
げ
て
在
宅
医
療
が
推
進
さ

れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
薬
剤
師
の
動
き
は
い
ま
も

っ
て
鈍
い
。

　
開
業
医
と
し
て
時
代
を
先
読
み
し
、
い
ち
早
く
在
宅
医
療

に
取
り
組
ん
だ
医
療
法
人
社
団
つ
く
し
会
新
田
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
で
、
全
国
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
連
絡
会
会
長
を
務
め

る
新
田
國
夫
氏
の
目
か
ら
は
、
薬
剤
師
の
現
状
は
ど
う
見
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
２
０
１
６
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
訪
問
薬
剤
師
の
活

動
に
在
宅
患
者
重
複
投
薬
・
相
互
作
用
等
防
止
管
理
料
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
在
宅
患
者
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
料
な
ど
に
新
た
な

保
険
点
数
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
保
険
薬
局
の
薬
剤
師

の
在
宅
医
療
へ
の
介
入
が
活
発
に
な
る
か
と
思
い
き
や
、
ど

う
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
い
の
か
試
行
錯
誤
し
、
い
ま
だ

に
道
筋
が
見
え
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
な
ぜ
な
の
か
─
─
。
僕
な
り
に
考
え
て
み
た
の
で
す
が
、

大
き
な
要
因
と
し
て
患
者
と
の
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
保
険
薬
局
で
は
、
薬
剤
師
と
患
者
の
間
に
は
、
机
が
あ
っ

て
、
机
越
し
に
や
り
取
り
を
し
ま
す
。
医
師
は
も
ち
ろ
ん
看

護
師
も
、
患
者
の
そ
ば
に
寄
り
、
時
に
は
手
を
た
ず
さ
え
て

話
し
た
り
も
し
ま
す
。
医
療
人
の
中
で
、
物
理
的
な
何
か
を

挟
ん
で
患
者
と
接
す
る
の
が
当
た
り
前
な
の
は
、
薬
剤
師
く

ら
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
だ
か
ら
、
患
者
と
の
距
離
感

の
と
り
方
が
、
ど
う
も
上
手
に
つ
か
め
な
い
の
で
は
な
い
か

と
推
察
し
ま
す
。

　
ま
た
、
薬
局
薬
剤
師
は
、
“
薬
剤
師
”
で
は
な
く
、
い
わ

ゆ
る
“
調
剤
師
”
で
あ
る
時
間
が
長
す
ぎ
て
、
患
者
と
ど
う

向
き
合
っ
て
い
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
、
苦
労
し
て
い
る
よ
う

に
も
見
え
ま
す
」

薬
を
持
っ
て
行
き
、
服
薬
を
す
す
め
る

そ
ん
な
時
代
は
、
す
で
に
終
わ
っ
た

　
新
田
氏
は
、
「
在
宅
医
療
は
、
学
問
的
根
拠
を
示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
き
て
い
る
」
と
話
す
。

「
全
国
に
在
宅
に
た
ず
さ
わ
る
有
能
な
先
生
方
が
多
数
出
て

き
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
に
沿
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い

ま
す
が
、
A
と
い
う
先
生
、
B
と
い
う
先
生
、
ど
ち
ら
が
正

し
い
か
、
あ
る
い
は
正
し
く
な
い
か
と
い
っ
た
議
論
は
、
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
在
宅
医
療
は
、
患
者
の
病

態
像
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
関
係
な
ど
患
者
を
取
り
巻
く
環

境
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
違
っ
て
く
る
か
ら
で
す
。
つ
ま
り

正
解
を
導
き
出
す
の
が
き
わ
め
て
困
難
な
の
で
す
ね
。

　
し
か
し
、
我
々
は
す
で
に
20
数
年
、
在
宅
医
療
を
手
が
け

て
き
て
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
く
、
き
ち
ん
と
し
た
学

問
的
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
医
療
を
行
う
こ
と
が
絶
対
的
な
正
義
、
最

善
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。
医
師
が
医
療
の
知
識
を
持
っ
て

い
る
の
は
当
た
り
前
で
、
病
態
だ
け
で
決
め
る
な
ら
、
医
療

行
為
を
行
う
の
が
当
然
で
す
。
が
、
在
宅
医
療
で
は
、
何
も
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宅
医
療
で
は
、
何
も
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MY OPINION
─明日の薬剤師へ─

「
積
極
性
の
問
題
で
は
な
く
て
、
先
ほ
ど
触
れ
た
よ
う
に
、

在
宅
医
療
の
現
場
で
患
者
と
の
接
し
方
が
わ
か
ら
な
い
薬
剤

師
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
お
い
て
、
薬
剤
師
が
担
う
べ
き
役

割
が
あ
る
の
だ
と
い
う
と
こ
ろ
に
ま
で
考
え
が
及
ば
な
い
の

で
し
ょ
う
。

　
い
ろ
い
ろ
な
場
で
薬
剤
師
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
中
で
、
い
か
に
貴
重
な
位
置
を
占
め
る
の
か
を
話

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
訴
え
る

の
で
す
。
と
こ
ろ
が
薬
剤
師
の
方
は
、
薬
の
調
剤
を
中
心
に

し
て
『
自
分
た
ち
の
立
場
は
こ
う
だ
』
と
い
っ
た
発
言
し
か

し
な
い
。
だ
か
ら
、
皆
に
飽
き
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
わ
か
り
き
っ
た
建
前
論
は
、
も
う
十
分
。
僕
ら
が
ほ
し
い

の
は
、
薬
の
管
理
を
超
え
た
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
判
断
を
す
る
か
と
い
う
薬
剤
師
の
知
識
な
の
で
す
」

　
新
田
氏
は
、
薬
剤
師
に
地
域
包
括
ケ
ア
を
支
え
る
良
き
同

志
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
の
だ
。

２
０
３
０
年
、
２
０
４
０
年
に

いっ
た
い
患
者
は
ど
こ
に
い
る
の
か

　
在
宅
医
療
に
、
医
師
が
、
看
護
師
が
、
歯
科
医
師
が
、
管

理
栄
養
士
が
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
─
─
医
療
人
や
福
祉
関

連
の
人
々
が
積
極
的
に
参
入
し
て
い
く
中
、
明
ら
か
に
後
れ

を
と
っ
て
い
る
薬
剤
師
。
し
か
し
、
高
齢
化
が
猛
ス
ピ
ー
ド

で
進
み
、
病
院
医
療
か
ら
在
宅
医
療
へ
の
移
行
が
待
っ
た
な

し
の
環
境
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
薬
剤
師
も
在
宅
医
療
に
傾
い

て
い
く
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

「
保
険
薬
局
の
薬
剤
師
が
、
外
に
出
よ
う
と
し
な
い
の
は
、

あ
る
意
味
当
然
。
薬
局
の
中
に
い
た
ら
、
見
え
な
い
世
界
で

す
か
ら
。
開
業
医
も
診
療
所
の
中
に
い
て
見
え
な
い
時
代
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
理
解
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
医

師
会
に
お
い
て
も
、
か
か
り
つ
け
医
、
そ
し
て
在
宅
医
療
と

い
う
方
向
性
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
遅
く
な
っ
た
も
の
の
、

そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
薬
剤
師
会
も
同
様
の
動
き
を
見
せ
る

は
ず
で
す
」

　
昨
年
、
厚
生
労
働
省
は
、
２
０
２
５
年
ま
で
に
す
べ
て
の

保
険
薬
局
が
「
か
か
り
つ
け
機
能
」
を
持
つ
こ
と
を
め
ざ
す

と
し
た
「
患
者
の
た
め
の
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
ま
と
め
た
。

「
門
前
」
か
ら
「
か
か
り
つ
け
」、
そ
し
て
「
地
域
」
へ
の
流

れ
は
、
今
は
ま
だ
行
政
主
導
だ
が
、
薬
剤
師
自
身
の
手
に
よ

っ
て
変
わ
っ
て
い
く
の
は
時
間
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

「
２
０
２
５
年
、
さ
ら
に
２
０
３
０
年
、
２
０
４
０
年
に
、

患
者
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
─
─
。
将
来
推
定
と
し
て

地
域
に
あ
っ
て
動
け
な
く
な
り
、
薬
を
取
り
に
行
き
た
く
て

も
、
行
け
な
い
人
が
あ
ふ
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、

薬
剤
師
の
意
思
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
で
動
か
ざ
る
を
え
な

い
と
い
う
話
に
な
り
ま
す
」

　
薬
剤
師
へ
の
厳
し
い
言
葉
は
、
新
田
氏
の
薬
剤
師
へ
の
期

待
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

「
期
待
し
て
い
ま
す
。
期
待
が
な
い
と
こ
ろ
に
、
発
展
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
い
に
期
待
し
て
、
そ
の
ぶ
ん
大
き
く
伸
び
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
薬
剤
師
の
方
々
と
は
同
じ
仲
間
と
し
て
、
在
宅
医
療
の
価

値
観
を
共
有
、
あ
る
い
は
、
と
も
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た

い
で
す
」

　
お
そ
ら
く
、
新
田
氏
の
よ
う
に
薬
剤
師
に
期
待
を
寄
せ
る

人
は
、
想
像
以
上
に
は
る
か
に
多
い
。
ぜ
ひ
、
皆
を
失
望
さ

せ
な
い
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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【資料】在宅療養支援診療所を対象とした薬剤師に関する調査結果

出典：「地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師による薬学的管理及び在宅服薬支援の向上及び効率化のための調査研究事業」報告書

在宅療養支援診療所が在宅医療における薬局との連携で困ることの有無と、困ることの内容

806040200N=26N=99

（％）

（%)

ある
26.3

無回答
2.0

ない
71.7

どのような内容を提供できる薬局なのか
情報がないため指示がしにくい 38.5

在宅医療に対応できる薬局がどこにあるのか情報がない 34.6

指示をしたが、その内容に応じてもらえない 30.8

薬局からの報告が適切なタイミングでこない
（報告が遅すぎる） 19.2

薬局からの報告が頻回すぎる（不必要な報告までくる） 15.4

その他 26.9

在宅療養支援診療所が在宅医療において薬剤師に望むこと

N=99 0 20 40 60 80 100（%)

服薬状況（一般用医薬品や健康食品も含む）の管理 74.7

薬剤の保管管理の指導 60.6

一般用医薬品や医療材料、衛生材料の配達 28.3

麻薬の服薬管理及び保管管理取り扱い上の指導 24.2

医療材料、衛生材料の供給 19.2

多職種での情報共有の場への積極的な参加 19.2

在宅での服薬管理等に関する研修用教材、テキストの作成 14.1

その他 7.1

特になし 10.1

無回答 1.0

在宅療養支援診療所が在宅医療、介護において薬剤師から他職種に説明してほしいと望むこと

N=99 200 40 60 80 100（%)

服薬困難な場合の工夫について 62.6

服薬のタイミングについて 49.5

副作用の発見の仕方について 49.5

薬剤と食事の関係について 28.3

麻薬の管理について 18.2

褥瘡や消毒に使う処置薬の管理について 12.1

注射薬の管理について 4.0

その他 2.0

無回答 15.2
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。
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と
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。
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、
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十
分
。
僕
ら
が
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の
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と
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い
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に
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代
が
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の
で
、
理
解
は
で
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日
本
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に
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も
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、
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と
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ま
す
。
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方
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と
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と
し
て
、
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の
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観
を
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有
、
あ
る
い
は
、
と
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に
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く
り
上
げ
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い
き
た
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で
す
」
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ら
く
、
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の
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に
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に
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、
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【資料】在宅療養支援診療所を対象とした薬剤師に関する調査結果

出典：「地域包括ケアシステムにおける薬局・薬剤師による薬学的管理及び在宅服薬支援の向上及び効率化のための調査研究事業」報告書
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薬局からの報告が頻回すぎる（不必要な報告までくる） 15.4

その他 26.9

在宅療養支援診療所が在宅医療において薬剤師に望むこと
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服薬状況（一般用医薬品や健康食品も含む）の管理 74.7

薬剤の保管管理の指導 60.6

一般用医薬品や医療材料、衛生材料の配達 28.3
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医療材料、衛生材料の供給 19.2

多職種での情報共有の場への積極的な参加 19.2

在宅での服薬管理等に関する研修用教材、テキストの作成 14.1
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在宅療養支援診療所が在宅医療、介護において薬剤師から他職種に説明してほしいと望むこと
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独立行政法人国立病院機構栃木医療センター

内科医長

矢吹 拓

構成／『 ターンアップ 』編集長：武田 宏

ポリファーマシー解消において
病院薬剤師、薬局薬剤師が持つ

大きなポテンシャル

編 集 長 対 談
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　新田國夫氏の取材で東京・国立
市を訪れたので、以前より気にな
っていた、日本最初の知的障害児
者のための教育・福祉施設と言わ
れる滝乃川学園まで足を延ばして
みた。同学園は、立教女学校（現
・立教女学院）教頭の石井亮一に
より1891年に創立された「孤女学
院」（少女孤児を対象とした女子
教育施設で、16名のうち２名に知
的障害があった）を起源とする。
　当初は、東京市下谷区西黒門町
（現・東京都台東区）にあったが
後に滝野川（現・東京都北区）に
移転、滝乃川学園と改称し、知的
障害児者に特化して、その保護、
教育、自立をめざす総合的な福祉
施設としてスタートした。

●
　現在地の北多摩郡谷保村（現・
東京都国立市）に移転したのは、
1928年のこと。実は、滝野川が手
狭になったため、巣鴨（現・東京

都豊島区）に移ったが、1920年に
園児の火遊びがもとで火災を起こ
し、園児６名が焼死するという惨
事に見舞われ、一時は学園の閉鎖
の危機を迎えた。
　しかし、大正天皇の后である貞
明皇后からの激励や、支援者たち
の尽力により、財団法人としての
認可を受け、1928年、成人した学
園生に働ける農場を提供するため
約8,000坪の土地を取得し、今の
場所に再移転したのである。

●
　JR南武線の矢川駅から徒歩約
８分。門を通り抜けると、旧本館
が見えてくる。昭和初期を代表す
る教育建造物で、災害時の避難を
想定した廊下のつくり（出入り口
に近づくにつれて廊下の幅が広く
なっている）、各段が低く、ゴム
張りの工夫がされている階段、採

光に配慮した窓など知的障害児者
への配慮が具現化された建物だ。
旧本館は今、学園を支えてきた石
井亮一と、その妻である筆子の記
念館となっている。２人それぞれ
の生涯が紹介されている展示室が
あり、夫妻がどんな苦労をしなが
ら学園を守ってきたかの足跡を知
ることができる。
　記念館を出て、少し歩くと聖三
一礼拝堂がある。2003年に国立市
登録文化財に指定された「天使の
ピアノ」があるそうなので、見に
行ってみた。このピアノは筆子が
愛用していたもので、戦前はクリ
スマス祝会などで演奏に使われて
いた。1997年に日本ピアノ調律師
協会に鑑定を依頼したところ、我
が国に現存する最古のアップライ
トピアノであるとされたそうだ。
　「天使のピアノ」の名の由来は
鍵盤上の板に２人の幼児を抱いた
天使が描かれているガラスがはめ
込まれているところにある。今も
礼拝やコンサートなどで現役で活
躍中。日曜日の礼拝には誰でも参
加できるので、一度、鹿鳴館時代
のピアノの音色を聴きに行っては
いかがだろうか。

FOYER（ホワイエ）は、

ほっと一息つく休憩の場──。

ここでは、

『MY OPINION』の取材で出会った

場所やものをご紹介します。

社会福祉法人
滝乃川学園
（東京都国立市）

DATA
社会福祉法人滝乃川学園
所在地：東京都国立市谷保6312
TEL：042-573-3950（代表）
URL：http://takinogawagakuen.jp/
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愛用していたもので、戦前はクリ
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いた。1997年に日本ピアノ調律師
協会に鑑定を依頼したところ、我
が国に現存する最古のアップライ
トピアノであるとされたそうだ。
　「天使のピアノ」の名の由来は
鍵盤上の板に２人の幼児を抱いた
天使が描かれているガラスがはめ
込まれているところにある。今も
礼拝やコンサートなどで現役で活
躍中。日曜日の礼拝には誰でも参
加できるので、一度、鹿鳴館時代
のピアノの音色を聴きに行っては
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目
に
服
薬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
結
果
、
薬
剤
が

効
き
す
ぎ
て
か
え
っ
て
調
子
を
崩
し
て
し
ま
う
方

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
院
期
間
が
長
く

な
る
と
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
の
で
、
当

院
に
１
週
間
以
上
入
院
す
る
見
込
み
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
受
診
す
る
患
者
数
は
年

間
50
名
ほ
ど
で
、
最
近
は
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外

来
の
枠
以
外
で
も
他
科
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

─
─
貴
外
来
の
受
診
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

矢
吹
　
患
者
さ
ん
へ
の
当
外
来
の
説
明
は
、
主
に

病
棟
薬
剤
師
と
病
棟
看
護
師
が
担
い
、
同
意
が
得

ら
れ
れ
ば
総
合
内
科
医
が
担
当
す
る
当
外
来
を
受

診
し
ま
す
。
受
診
の
前
ま
で
に
は
、
地
域
連
携
室

が
か
か
り
つ
け
医
に
問
い
合
わ
せ
て
診
療
情
報
提

供
書
を
取
り
寄
せ
、
処
方
情
報
を
集
め
て
お
き
ま

す
。
ま
た
、
病
棟
薬
剤
師
も
事
前
に
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
か
ら
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

─
─
薬
剤
削
減
で
特
に
配
慮
し
て
い
る
点
は
？

矢
吹
　
当
然
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
い
て
方
針

を
決
め
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
削
減
内

容
を
確
定
で
き
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
、
そ
の
薬

剤
に
非
常
に
期
待
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
効

能
へ
の
影
響
が
大
き
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
「
飲

ん
で
い
て
効
い
て
い
る
実
感
が
あ
る
か
、
薬
に
対

し
て
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
」
な
ど
、

患
者
自
身
の
心
情
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
薬
剤
を
単
純
に
削
減
す
る
の
で
は

な
く
、
「
こ
れ
は
飲
む
べ
き
」
と
い
う
介
入
も
含

む
、
処
方
の
最
適
化
こ
そ
が
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

対
策
の
本
来
の
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
科
学
的
な
正
解
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
患
者

さ
ん
の
希
望
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

で
舵
取
り
が
難
し
そ
う
で
す
。
削
減
の
進
め
方
も

患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
　
は
い
。
薬
剤
の
削
減
量
や
、
あ
る
程
度
一

気
に
削
減
す
る
か
、
徐
々
に
削
減
す
る
か
な
ど
、

患
者
さ
ん
ご
と
に
す
べ
て
対
応
が
異
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
介
入
後
に
体
調
変
化
が
起
き
て
い
な

い
か
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
方
針
を
再

検
討
し
ま
す
。
退
院
時
に
は
診
療
情
報
提
供
書
に

処
方
を
見
直
し
た
旨
を
記
載
し
、
か
か
り
つ
け
医

に
渡
し
ま
す
。
２
０
１
５
年
の
実
績
で
は
、
平
均

約
４
剤
の
薬
剤
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
高
齢
の
方
が
、
多
量
の
薬
剤
を
服
用
す
る
の

は
た
い
へ
ん
で
す
か
ら
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外

来
は
患
者
さ
ん
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

矢
吹
　
残
念
な
が
ら
、
そ
う
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
実
は
当
外
来
の
対
象
者
の
う
ち
、
約
半
分
は

受
診
を
断
っ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
へ
の
遠

慮
な
ど
も
あ
る
の
で
は
と
推
測
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
理
由
を
調
べ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

病
棟
薬
剤
師
の
面
目
躍
如

将
来
的
に
は
薬
剤
師
主
導
の

シ
ス
テ
ム
に
す
べ
き

─
─
薬
剤
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
、
ポ
リ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
で
果
た
す
役
割
は
、
さ
ぞ
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

矢
吹
　
特
に
、
患
者
さ
ん
の
服
薬
状
況
に
関
す
る

聞
き
取
り
に
つ
い
て
は
、
病
棟
薬
剤
師
が
大
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
基
礎
疾
患
を
確
認
し
、
ど
の

薬
剤
の
処
方
が
ど
ん
な
経
緯
で
始
ま
っ
た
の
か
、

服
薬
し
た
結
果
、
変
化
が
あ
っ
た
か
、
副
作
用
は

な
か
っ
た
か
─
─
。
中
に
は
20
種
類
も
服
薬
し
て

い
た
患
者
さ
ん
も
い
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
時
間

が
か
か
り
、
医
師
に
は
と
て
も
手
が
ま
わ
ら
な
い

部
分
を
薬
剤
師
が
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

─
─
か
か
り
つ
け
医
か
ら
診
療
情
報
提
供
書
を
用

編集長対談
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【資料】ポリファーマシー外来の実績（薬剤種類ごとの中止率）

出典：矢吹氏らによる調査
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多
剤
投
薬
で
有
害
事
象
が
発
生

入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
は

処
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

─
─
昨
今
、
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
貴
院
で

も
関
心
は
高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
　
内
科
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
「
処
方

薬
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
話
題

が
、
た
び
た
び
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
３
年
ほ
ど
前
に
初
め
て
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
た
だ
、

あ
く
ま
で
内
科
の
中
の
み
で
、
院
内
全
体
で
の
課

題
と
の
認
識
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
他
科
の
入
院
患
者
で
、

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
よ
る
重
篤
な
有
害
事
象
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
院
内
で
再

発
予
防
策
を
議
論
す
る
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
当
該
患
者
の
入
院
時
、
主
治
医
も
薬
剤

師
も
処
方
に
疑
問
を
感
じ
、
か
か
り
つ
け
医
に
問

い
合
わ
せ
た
の
で
す
が
、
現
状
の
処
方
継
続
の
要

望
が
あ
っ
た
た
め
尊
重
し
た
と
こ
ろ
、
有
害
事
象

が
発
生
し
た
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。

─
─
多
剤
投
薬
の
患
者
の
入
院
で
は
、
安
全
な

処
方
設
計
が
必
須
と
言
え
そ
う
で
す
ね
。

矢
吹
　
え
え
。
議
論
の
末
、
65
歳
以
上
で
５
種
類

以
上
服
薬
し
て
い
る
方
が
入
院
す
る
と
き
に
は
、

処
方
薬
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
介

入
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
べ
き
と
の
結
論
に
達

し
、
２
０
１
５
年
１
月
に
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

外
来
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

─
─
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

矢
吹
　
前
例
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
介
入
が
も
っ

と
も
効
果
的
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

検
討
の
結
果
、
患
者
さ
ん
と
時
間
を
か
け
外
来
で

話
し
合
っ
て
進
め
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

機
械
的
に
減
薬
す
る
の
で
は
な
く

患
者
と
の
話
し
合
い
を
重
視

平
均
４
剤
を
削
減
し
た

─
─
高
齢
者
で
多
剤
投
薬
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
で
の
対
象
は
、

65
歳
以
上
で
、
５
種
類
以
上
服
薬
し
て
い
る
入
院

患
者
と
な
っ
た
の
で
す
ね
。

矢
吹
　
何
種
類
以
上
で
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
見

な
す
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
研
究
で
５
種
類
を
目
安
と
し
て
い
た
た
め

そ
れ
に
し
た
が
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
来
に
く
ら
べ
て
入
院
で
は
ア
ド
ヒ
ア

ラ
ン
ス
が
向
上
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
「
真
面

２
０
１
５
年
１
月
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー
に

全
国
的
に
も
珍
し
い
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
」
が
誕
生
し
た
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、
処
方
薬
削
減
に
対
す
る

「
薬
剤
総
合
評
価
調
整
管
理
料
」
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
外
来
の
設
立
、
運
営
を
主
導
し
て
き
た
内
科
医
の
矢
吹
拓
氏
は
、

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
解
消
に
は
、
病
院
、
保
険
薬
局
両
方
の
薬
剤
師
の
貢
献
が
大
き
い
と
話
す
。
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目
に
服
薬
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
結
果
、
薬
剤
が

効
き
す
ぎ
て
か
え
っ
て
調
子
を
崩
し
て
し
ま
う
方

が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
入
院
期
間
が
長
く

な
る
と
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
の
で
、
当

院
に
１
週
間
以
上
入
院
す
る
見
込
み
の
方
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
受
診
す
る
患
者
数
は
年

間
50
名
ほ
ど
で
、
最
近
は
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外

来
の
枠
以
外
で
も
他
科
か
ら
相
談
を
受
け
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
し
た
。

─
─
貴
外
来
の
受
診
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

矢
吹
　
患
者
さ
ん
へ
の
当
外
来
の
説
明
は
、
主
に

病
棟
薬
剤
師
と
病
棟
看
護
師
が
担
い
、
同
意
が
得

ら
れ
れ
ば
総
合
内
科
医
が
担
当
す
る
当
外
来
を
受

診
し
ま
す
。
受
診
の
前
ま
で
に
は
、
地
域
連
携
室

が
か
か
り
つ
け
医
に
問
い
合
わ
せ
て
診
療
情
報
提

供
書
を
取
り
寄
せ
、
処
方
情
報
を
集
め
て
お
き
ま

す
。
ま
た
、
病
棟
薬
剤
師
も
事
前
に
患
者
さ
ん
、

ご
家
族
か
ら
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

─
─
薬
剤
削
減
で
特
に
配
慮
し
て
い
る
点
は
？

矢
吹
　
当
然
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
も
と
づ
い
て
方
針

を
決
め
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
削
減
内

容
を
確
定
で
き
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
、
そ
の
薬

剤
に
非
常
に
期
待
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
効

能
へ
の
影
響
が
大
き
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
「
飲

ん
で
い
て
効
い
て
い
る
実
感
が
あ
る
か
、
薬
に
対

し
て
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
」
な
ど
、

患
者
自
身
の
心
情
も
重
視
し
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
薬
剤
を
単
純
に
削
減
す
る
の
で
は

な
く
、
「
こ
れ
は
飲
む
べ
き
」
と
い
う
介
入
も
含

む
、
処
方
の
最
適
化
こ
そ
が
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

対
策
の
本
来
の
姿
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
科
学
的
な
正
解
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
患
者

さ
ん
の
希
望
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点

で
舵
取
り
が
難
し
そ
う
で
す
。
削
減
の
進
め
方
も

患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
　
は
い
。
薬
剤
の
削
減
量
や
、
あ
る
程
度
一

気
に
削
減
す
る
か
、
徐
々
に
削
減
す
る
か
な
ど
、

患
者
さ
ん
ご
と
に
す
べ
て
対
応
が
異
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
介
入
後
に
体
調
変
化
が
起
き
て
い
な

い
か
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
方
針
を
再

検
討
し
ま
す
。
退
院
時
に
は
診
療
情
報
提
供
書
に

処
方
を
見
直
し
た
旨
を
記
載
し
、
か
か
り
つ
け
医

に
渡
し
ま
す
。
２
０
１
５
年
の
実
績
で
は
、
平
均

約
４
剤
の
薬
剤
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
高
齢
の
方
が
、
多
量
の
薬
剤
を
服
用
す
る
の

は
た
い
へ
ん
で
す
か
ら
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外

来
は
患
者
さ
ん
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

矢
吹
　
残
念
な
が
ら
、
そ
う
と
は
言
い
切
れ
ま
せ

ん
。
実
は
当
外
来
の
対
象
者
の
う
ち
、
約
半
分
は

受
診
を
断
っ
て
い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
へ
の
遠

慮
な
ど
も
あ
る
の
で
は
と
推
測
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
理
由
を
調
べ
て
み
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

病
棟
薬
剤
師
の
面
目
躍
如

将
来
的
に
は
薬
剤
師
主
導
の

シ
ス
テ
ム
に
す
べ
き

─
─
薬
剤
の
専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
が
、
ポ
リ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
で
果
た
す
役
割
は
、
さ
ぞ
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

矢
吹
　
特
に
、
患
者
さ
ん
の
服
薬
状
況
に
関
す
る

聞
き
取
り
に
つ
い
て
は
、
病
棟
薬
剤
師
が
大
活
躍

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
基
礎
疾
患
を
確
認
し
、
ど
の

薬
剤
の
処
方
が
ど
ん
な
経
緯
で
始
ま
っ
た
の
か
、

服
薬
し
た
結
果
、
変
化
が
あ
っ
た
か
、
副
作
用
は

な
か
っ
た
か
─
─
。
中
に
は
20
種
類
も
服
薬
し
て

い
た
患
者
さ
ん
も
い
る
な
ど
、
た
い
へ
ん
な
時
間

が
か
か
り
、
医
師
に
は
と
て
も
手
が
ま
わ
ら
な
い

部
分
を
薬
剤
師
が
担
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

─
─
か
か
り
つ
け
医
か
ら
診
療
情
報
提
供
書
を
用
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多
剤
投
薬
で
有
害
事
象
が
発
生

入
院
患
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
は

処
方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

─
─
昨
今
、
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」
と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
が
、
貴
院
で

も
関
心
は
高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
　
内
科
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
、
「
処
方

薬
が
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
話
題

が
、
た
び
た
び
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
３
年
ほ
ど
前
に
初
め
て
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

を
テ
ー
マ
に
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
た
だ
、

あ
く
ま
で
内
科
の
中
の
み
で
、
院
内
全
体
で
の
課

題
と
の
認
識
に
は
い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
他
科
の
入
院
患
者
で
、

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
よ
る
重
篤
な
有
害
事
象
が

発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
院
内
で
再

発
予
防
策
を
議
論
す
る
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
当
該
患
者
の
入
院
時
、
主
治
医
も
薬
剤

師
も
処
方
に
疑
問
を
感
じ
、
か
か
り
つ
け
医
に
問

い
合
わ
せ
た
の
で
す
が
、
現
状
の
処
方
継
続
の
要

望
が
あ
っ
た
た
め
尊
重
し
た
と
こ
ろ
、
有
害
事
象

が
発
生
し
た
と
わ
か
っ
た
の
で
す
。

─
─
多
剤
投
薬
の
患
者
の
入
院
で
は
、
安
全
な

処
方
設
計
が
必
須
と
言
え
そ
う
で
す
ね
。

矢
吹
　
え
え
。
議
論
の
末
、
65
歳
以
上
で
５
種
類

以
上
服
薬
し
て
い
る
方
が
入
院
す
る
と
き
に
は
、

処
方
薬
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
介

入
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
べ
き
と
の
結
論
に
達

し
、
２
０
１
５
年
１
月
に
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

外
来
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

─
─
全
国
的
に
も
珍
し
い
取
り
組
み
で
す
。

矢
吹
　
前
例
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
介
入
が
も
っ

と
も
効
果
的
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

検
討
の
結
果
、
患
者
さ
ん
と
時
間
を
か
け
外
来
で

話
し
合
っ
て
進
め
る
方
針
と
し
ま
し
た
。

機
械
的
に
減
薬
す
る
の
で
は
な
く

患
者
と
の
話
し
合
い
を
重
視

平
均
４
剤
を
削
減
し
た

─
─
高
齢
者
で
多
剤
投
薬
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
で
の
対
象
は
、

65
歳
以
上
で
、
５
種
類
以
上
服
薬
し
て
い
る
入
院

患
者
と
な
っ
た
の
で
す
ね
。

矢
吹
　
何
種
類
以
上
で
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
と
見

な
す
か
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
の
研
究
で
５
種
類
を
目
安
と
し
て
い
た
た
め

そ
れ
に
し
た
が
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
外
来
に
く
ら
べ
て
入
院
で
は
ア
ド
ヒ
ア

ラ
ン
ス
が
向
上
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
「
真
面

２
０
１
５
年
１
月
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
栃
木
医
療
セ
ン
タ
ー
に

全
国
的
に
も
珍
し
い
「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
」
が
誕
生
し
た
。

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
、
処
方
薬
削
減
に
対
す
る

「
薬
剤
総
合
評
価
調
整
管
理
料
」
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

同
外
来
の
設
立
、
運
営
を
主
導
し
て
き
た
内
科
医
の
矢
吹
拓
氏
は
、

ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
解
消
に
は
、
病
院
、
保
険
薬
局
両
方
の
薬
剤
師
の
貢
献
が
大
き
い
と
話
す
。
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ファーマシィの薬局では、地域の在宅ケアを支える
在宅支援薬局としての取り組みが根付いています。
たとえばファーマシィさんて薬局では「在宅訪問薬剤
師の配置」、「無菌調剤室の設置」、「24時間365
日対応」で、緩和ケア・HPN（在宅中心静脈栄
養法）などの幅広い患者さんの受入れが可能です。

そこには「処方提案」、「在宅版CDTM」、「退院
調整」など、さまざまな局面でさまざまな医療施設
の在宅チームから必要とされ、求められる薬局・
薬剤師の姿があります。
わたしたちは、これからも、在宅医療の質向上に
向けた積極的な取り組みをさらに継続していきます。

たとえば、地域の在宅チームと協働する在宅支援薬局──

患者さんの
期待が

聞こえていますか？

わたしたちは、薬剤師の
医療人としての使命について
考えつづけています。
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意
し
て
も
ら
う
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
　
診
療
情
報
提
供
書
で
は
、
た
い
て
い
は
、

「
○
月
○
日
に
、
△
△
の
経
緯
が
あ
っ
て
×
×
を

処
方
し
た
」
と
ま
で
は
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
曖
昧
な
部
分
を
患
者
さ
ん
と
の
会

話
か
ら
詰
め
て
い
く
に
は
、
薬
剤
師
の
役
割
が
大

き
い
で
す
ね
。

　
さ
ら
に
、
聞
き
取
り
後
に
は
処
方
解
析
、
処
方

設
計
を
し
て
医
師
に
提
案
し
て
く
れ
ま
す
が
、
併

用
禁
忌
や
腎
機
能
の
状
態
に
よ
る
調
節
な
ど
は
医

師
よ
り
知
識
が
あ
る
の
で
頼
り
に
な
り
ま
す
。

─
─
ま
さ
に
、
薬
剤
師
の
面
目
躍
如
で
す
。

矢
吹
　
私
は
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
は
、
最

終
的
に
は
医
師
よ
り
も
薬
剤
師
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
し
っ
か
り
と
し
た
処

方
設
計
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
と
薬

剤
師
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
決
め
た

内
容
を
主
治
医
に
報
告
し
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

け
れ
ば
主
治
医
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
プ
ロ
ト
コ

ー
ル
を
定
め
れ
ば
、
医
師
が
直
接
、
面
接
を
す
る

必
要
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

─
─
必
ず
し
も
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
の
形
式

に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
薬
剤
師
の
日
常
業
務

が
拡
大
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

矢
吹
　
そ
の
と
お
り
で
す
。
あ
る
意
味
で
、
現
在

は
薬
剤
師
業
務
の
拡
大
に
向
け
て
訓
練
を
行
っ
て

い
る
最
中
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

薬
局
薬
剤
師
の
介
入
は
難
し
い

医
師
の
行
動
パ
タ
ー
ン
を
考
慮
し

会
っ
て
相
談
す
る
時
間
の
確
保
を

─
─
貴
院
で
の
取
り
組
み
は
入
院
患
者
に
対
す
る

も
の
で
し
た
が
、
通
院
患
者
で
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ

ー
に
陥
っ
て
い
る
方
も
多
い
は
ず
。
彼
ら
の
服
薬

状
況
を
把
握
し
、
問
題
解
決
に
乗
り
出
す
べ
き
は

薬
局
薬
剤
師
で
す
が
、
そ
う
し
た
話
は
あ
ま
り
耳

に
し
ま
せ
ん
。

矢
吹
　
お
薬
手
帳
や
処
方
せ
ん
か
ら
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
が
疑
わ
れ
て
も
、
薬
局
薬
剤
師
が
ポ
リ
フ

ァ
ー
マ
シ
ー
に
介
入
す
る
の
は
、
病
院
薬
剤
師
よ

り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
で
し
ょ
う
。

　
特
定
医
療
機
関
の
処
方
せ
ん
が
多
い
薬
局
で
は

医
師
の
顔
が
わ
か
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
で
す
が

そ
れ
で
も
言
い
出
し
に
く
い
。
総
合
病
院
の
門
前

薬
局
で
あ
れ
ば
、
処
方
医
が
ど
ん
な
医
師
か
ほ
と

ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
で
、
な
お
さ
ら
で
す
。

─
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を
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医
師
に
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れ
て
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ま

い
、
す
っ
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り
怖
気
づ
い
た
薬
局
薬
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師
も
少
な

く
な
い
で
し
ょ
う
。
医
師
の
お
立
場
か
ら
、
薬
局

薬
剤
師
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

矢
吹
　
医
師
は
診
療
中
、
非
常
に
多
忙
で
す
。
患

者
さ
ん
を
長
く
待
た
せ
て
申
し
訳
な
い
と
あ
せ
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
、
薬
剤
師
か
ら
「
こ
れ
、
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
で
は
な
い
で
す
か
」
と
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
気
持
ち

は
私
に
も
わ
か
り
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
た
と
え
ば
、
診
療
時
間
中
は
必
須

の
疑
義
照
会
の
み
を
行
い
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

の
疑
問
な
ど
は
、
診
療
後
に
医
師
に
時
間
を
と
っ

て
も
ら
っ
て
相
談
す
る
よ
う
な
方
法
が
良
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

重
ね
れ
ば
、
そ
の
医
師
の
処
方
の
考
え
方
を
理
解

で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
疑
義
照
会
や
相
談
も
し
や

す
く
な
る
は
ず
で
す
。

─
─
や
は
り
、
顔
の
見
え
る
関
係
を
築
く
の
が
も

っ
と
も
肝
要
な
の
で
す
ね
。

矢
吹
　
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
へ
の
介
入
と
は
、
既

存
の
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り
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を
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え
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こ
と
で
す
か
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、
き
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め

て
難
し
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。
医
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同
士
で
も
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に
つ
い
て
指
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、
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ら
れ
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囲
気
が
あ
る
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ど
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ら
、
薬
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師
の
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に
は
厳
し
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か
も
し
れ
ま
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。

　
し
か
し
、
最
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は
ポ
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フ
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ー
マ
シ
ー
に
介
入
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た
こ
と
に
対
し
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
「
患
者

さ
ん
の
た
め
に
な
っ
た
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
る
機

会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
薬
局
薬
剤
師
の
皆
さ
ん

に
も
、
ぜ
ひ
、
尻
込
み
せ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も

ら
い
た
い
と
願
い
ま
す
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ファーマシィの薬局では、地域の在宅ケアを支える
在宅支援薬局としての取り組みが根付いています。
たとえばファーマシィさんて薬局では「在宅訪問薬剤
師の配置」、「無菌調剤室の設置」、「24時間365
日対応」で、緩和ケア・HPN（在宅中心静脈栄
養法）などの幅広い患者さんの受入れが可能です。

そこには「処方提案」、「在宅版CDTM」、「退院
調整」など、さまざまな局面でさまざまな医療施設
の在宅チームから必要とされ、求められる薬局・
薬剤師の姿があります。
わたしたちは、これからも、在宅医療の質向上に
向けた積極的な取り組みをさらに継続していきます。

たとえば、地域の在宅チームと協働する在宅支援薬局──

患者さんの
期待が

聞こえていますか？

わたしたちは、薬剤師の
医療人としての使命について
考えつづけています。
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意
し
て
も
ら
う
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
そ
れ
だ
け

で
は
足
り
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

矢
吹
　
診
療
情
報
提
供
書
で
は
、
た
い
て
い
は
、

「
○
月
○
日
に
、
△
△
の
経
緯
が
あ
っ
て
×
×
を

処
方
し
た
」
と
ま
で
は
細
か
く
書
か
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
曖
昧
な
部
分
を
患
者
さ
ん
と
の
会

話
か
ら
詰
め
て
い
く
に
は
、
薬
剤
師
の
役
割
が
大

き
い
で
す
ね
。

　
さ
ら
に
、
聞
き
取
り
後
に
は
処
方
解
析
、
処
方

設
計
を
し
て
医
師
に
提
案
し
て
く
れ
ま
す
が
、
併

用
禁
忌
や
腎
機
能
の
状
態
に
よ
る
調
節
な
ど
は
医

師
よ
り
知
識
が
あ
る
の
で
頼
り
に
な
り
ま
す
。

─
─
ま
さ
に
、
薬
剤
師
の
面
目
躍
如
で
す
。

矢
吹
　
私
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、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
は
、
最

終
的
に
は
医
師
よ
り
も
薬
剤
師
が
中
心
と
な
っ
て

運
営
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
し
っ
か
り
と
し
た
処

方
設
計
が
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
患
者
さ
ん
と
薬

剤
師
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
決
め
た

内
容
を
主
治
医
に
報
告
し
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な

け
れ
ば
主
治
医
が
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
プ
ロ
ト
コ

ー
ル
を
定
め
れ
ば
、
医
師
が
直
接
、
面
接
を
す
る

必
要
は
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

─
─
必
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ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
外
来
の
形
式
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で
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日
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業
務
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。
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─
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す
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第３回

　薬局には、お薬に関するご相談だけではなく、「健康診断でコレステロール値が

高く出た」、「最近、太りぎみ」、「食事量が減って筋力が落ちた」といったお悩み

を訴える方も多くいらっしゃいます。

　ファーマシィでは、食事や生活習慣などに起因する、そうしたお悩みに対応する

ため、薬局に管理栄養士を配置し、食事や栄養に関する支援を実施。筋肉量・脂肪

量や骨密度を測定できる機器、食事のバランスを診断できるソフトを用いて、測定

・診断結果にもとづいた食事や生活習慣の改善アドバイスを行っています。

　また、地域の集会所や公民館に赴き、メタボリックシンドロームや低栄養をテー

マにした「食事・栄養講座」や、塩分やカロリーに配慮したレシピをもとに実際に

調理する「お料理教室」を開催し、地域の皆様の健康サポートに取り組んでいます。

食事や生活習慣に関するお悩みにも対応

株式会社ファーマシィのFacebookでは
同社薬局が取り組むさまざまな活動などを紹介しています

https://www.facebook.com/pharmacy1976/

TU31_P18_From03.indd   18 16/09/29   14:23TU.indd   18 2016/10/05   18:35



   18

第３回

　薬局には、お薬に関するご相談だけではなく、「健康診断でコレステロール値が

高く出た」、「最近、太りぎみ」、「食事量が減って筋力が落ちた」といったお悩み

を訴える方も多くいらっしゃいます。

　ファーマシィでは、食事や生活習慣などに起因する、そうしたお悩みに対応する

ため、薬局に管理栄養士を配置し、食事や栄養に関する支援を実施。筋肉量・脂肪

量や骨密度を測定できる機器、食事のバランスを診断できるソフトを用いて、測定

・診断結果にもとづいた食事や生活習慣の改善アドバイスを行っています。

　また、地域の集会所や公民館に赴き、メタボリックシンドロームや低栄養をテー

マにした「食事・栄養講座」や、塩分やカロリーに配慮したレシピをもとに実際に

調理する「お料理教室」を開催し、地域の皆様の健康サポートに取り組んでいます。

食事や生活習慣に関するお悩みにも対応

株式会社ファーマシィのFacebookでは
同社薬局が取り組むさまざまな活動などを紹介しています

https://www.facebook.com/pharmacy1976/

TU31_P18_From03.indd   18 16/09/29   14:23TU.indd   19 2016/10/05   18:35



   20

　初めてお宅に訪問したとき、その人はさくらんぼを食

べていた。さくらんぼの種を、お皿の脇に１列に並べて

置いていた。私はそれを見て、なんだか彼女のことが好

きになってしまった。

　彼女とかかわるようになったきっかけは、ケアマネジ

ャーさんからの依頼だった。ひとり暮らしのおばあさん

で、腎機能低下あり。ヘルパーさんを利用して在宅療養

をしていたが、認知機能低下が見られ、大事な薬がきち

んと服用できず、ここ最近、入退院を繰り返している。

今回の退院を機に、訪問薬剤管理指導を頼みたい。遠方

の息子さんも了解している。現在、有料老人ホーム入所

待ちの段階。入所が決定するまでの間、在宅療養支援を

手伝ってくれないか──という経緯だ。

＊

　介護保険による訪問介護などのサービス利用にあたっ

ては、要介護認定を市区町村へ申請し、認定された介護

度によって利用限度額が決められる。それを受け、ケア

マネさんが、利用限度額と必要なサービスをマッチング

させる。認知症という疾患では、遂行機能障害、記憶障

害で介護度が測られるが、身体機能の低下がない場合、

えてして高い介護度とはならない。結果、身体機能が保

たれている一方で、社会生活が難しくなる認知症の初期

から中期の段階で、介護サービスが十分に受けられない

ケースは多い。

　“さくらんぼの君”も、週８回（週３日間）、朝夕の食

事介助、服薬介助でヘルパーさんを入れるのが限度額ぎ

りぎりのところだった。このため、週末は遠方の息子さ

ん、もう１日をケアマネさん、さらにもう１日を薬局で

分担し、毎日、誰かが彼女の状態を確認できる体制にし

て在宅療養が始まった。地域との絆は薄く、公的サービ

スのみが命綱だった。

＊

　彼女は、品の良いご婦人だった。週に１回しか訪問し

ない私を、おそらく覚えてくれてはいなかったと思う。

口癖のように、「頭が悪くなってしまったの。ごめんな

さいね」とおっしゃった。

　多くの認知症の患者さんに見られるように、彼女は、

物事を覚えていない事実を周囲に悟らせないように応対

された。いつ行ってもテレビがついており、内容につい

て聞くと「流しているだけで見ていないの」と答えられ

る。どんな番組が好きか尋ね、新聞のテレビ欄と照らし

合わせて「○時から○チャンネルで○○がありますよ」

と伝えてみた。彼女の返事は、「ありがとう。でも、ご

めんなさい。テレビの操作法がわからないの」だった。

　食後の服薬確認のため、朝食時にはいっしょに台所の

テーブルにつき、お茶を入れ、彼女の食事を見守った。

庭の木を眺めながら娘時代の話をしてくれる彼女は、美

しくチャーミングだった。亡くなったご主人との思い出

の庭木や食器の一つひとつに、家族の歴史がある。「本

当はずっと家にいたいのだけど、頭がばかになってしま

ったから……」。そんな様子を見て、日常の中で、喪失

を実感しながらも淡々と生活するのはどんな心持ちだろ

うかと、思いをめぐらせた。

　その後、ご家族の意向どおり、空きが出たタイミング

で彼女は施設に入所し、そこで私とのかかわりは途切れ

た。しかし、今でも、ときどき１列に並んださくらんぼ

の種を思い出す。そして、自分は、彼女に対して何か仕

事ができたのだろうかと自問する。

株式会社ファーマシィ　山根 暁子

第20回
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副編集長	 　山中	修
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編集後記

今号で創刊５周年を迎えることができ
ました。これもご愛読くださる読者

の皆様、弊誌の理念をご理解いただき、ご
登場くださった先生方のおかげと感謝いた
しております。これからも読者の皆様に必
要とされる誌面づくりに努めてまいります
ので、引きつづきご支援賜りますようお願
いいたします。� （K.K.）

読 者の皆様に支えられて、本誌は創刊
５周年を迎えることができました。

振り返れば、なんとか薬剤師の地位の向上
を実現したい、薬剤師の皆様にやり甲斐の
ある仕事をしていただきたいと願って走り
つづけてきた５年間でした。これからも１
号、１号、丁寧につくっていきたいと思っ
ております。変わらぬご支持をいただけれ
ば幸いです。� （ほっ）

本 誌の創刊にたずさわって以降の５年
間、それまでまったく意識していな

かった保険薬局や薬剤師の方の動向を追い
かけるようになりました。おかげで、「薬
剤師の方には、あんなことも、こんなこと
もできるのか！」と知り、驚く機会がたく
さんありました。しかし一方で、世間の皆
さんからの「なぜ、薬局で、あれこれと薬
剤師に聞かれなければならないのか」とい
った声が耳に入り、自分は薬剤師でもない
のに、げんなりすることもしばしば。薬剤
師の皆さんの力がどれほどすばらしいのか
社会に認識してもらうべく、今後も微力な
がらお手伝いをさせていただきますので、
引きつづきご愛読のほどよろしくお願い申
し上げます。� （フク）

No. ４ （2012年５月）
全社連理事長

伊藤 雅治

No. ６ （2012年９月）
全国自治体病院協議会長

邉見 公雄

No.12 （2013年９月）
国立がん研究センター理事長／総長

堀田 知光

No.13 （2013年11月）
山梨大学特任教授

岩﨑 甫

No.14 （2014年１月）
先端医療振興財団TRIセンター長

福島 雅典

No.28（2016年５月）
上田薬剤師会顧問

工藤 義房

No.29（2016年７月）
帝京大学副学長

井上 圭三

No.30（2016年９月）
藤田保健衛生大学客員教授

鍋島 俊隆

No.22 （2015年５月）
虎の門病院分院腎センター内科部長

乳原 善文

No.21 （2015年３月）
眼科三宅病院理事長

三宅 謙作

No.20（2015年１月）
東京慈恵会医科大学教授

大木 隆生

No. ５ （2012年７月）
CPC代表理事

内山 充
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No. １ （2011年11月）
PMDA理事長

近藤 達也

No. ２ （2012年１月）
東京大学大学院教授

澤田 康文

No. ３ （2012年３月）
弁護士

三輪 亮寿

No. ７ （2012年11月）
GRIPSアカデミックフェロー

黒川 清

No. ８ （2013年１月）
兵庫医療大学長

松田 暉

No. ９ （2013年３月）
福島県立医科大学理事長兼学長

菊地 臣一

No.10 （2013年５月）
日本プライマリ・ケア連合学会理事長

丸山 泉

No.11 （2013年７月）
神戸市立医療センター中央市民病院長

北 徹

No.23 （2015年７月）
聖路加国際大学大学院特任教授

宮坂 勝之

No.26（2016年１月）
日本看護協会会長

坂本 すが

No.27（2016年３月）
昭和薬科大学学長

西島 正弘

No.25（2015年11月）
クリニック川越院長

川越 厚

No.24（2015年９月）
国際医療福祉大学教授

上島 国利

No.15 （2014年３月）
筑波大学水戸地域医療教育センター教授

徳田 安春

No.16 （2014年５月）
国立長寿医療研究センター名誉総長

大島 伸一

No.17 （2014年７月）
東京山手メディカルセンター院長

万代 恭嗣

No.19（2014年11月）
滋賀県立成人病センター院長

宮地 良樹

No.18（2014年９月）
三井記念病院院長

髙本 眞一

『ターンアップ』は、薬剤師・医療関係の方には
無料でお送りします。

ご希望の方は下記にご連絡をください。
また、皆様のご意見・ご感想をお寄せください。

〒720-0825　広島県福山市沖野上町4-13-27
株式会社ファーマシィ	『ターンアップ』担当 宛

［タ－ンアップ］
バックナンバーのご紹介
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